
１２月１５日（第３例会） 
 

１. ソング 
  （もみの木） 

 

２.ビジター紹介 

   な   し 

 

３.出席率報告 

会員数 25（23）名 出席 15（13）名 

出席率 60.00％  前々回補正 68.00％ 

 

４.前々回補正（１２／１） 

   柄谷、福本、武田、各会員 
 

５．会長の時間 

   皆さん こんにちは 今週は週末にかけて寒さ

が緩み、日差しが届くと暖かく感じられるよう

です。ただ、朝夕の寒暖差が大きいので風邪な

ど召しませんようにご注意下さい。さて本日は

相続税についてお話ししたいと思います。2024

年度の国の一般会計税収は過去最高の 75兆

2,000億円に達し、これは 2023年度の 72兆 761

億円を上回り、5年連続で過去最高を更新して

います。更に、2025年度の国の一般会計税収は

80兆 7,000億円程度となり、初めて 80兆円を

超える見通しになったことが、政府・与党関係

者への取材で判明しました。政府は 25年度当初

予算段階では 77兆 8,000億円と想定していまし 

 

  たが、2兆 9,000億円ほど上振れする見込みとなっ

ています。税収増の主な要因は、企業業績の回復や

名目所得の増加による法人税および消費税の増収と

されています。内訳を見ると、法人税は好調な企業

業績を背景に 2兆円余り増加し、17兆 9,101億円。

消費税は国内消費の堅調な推移に加え、物価上昇の

影響もあって約 1兆 9,000億円増えて 25兆 212億円

となりました。一方で、所得税は定額減税の影響に

より約 8,000億円減の 21兆 2,085億円となっていま

す。ここまでというか、税収のニュースで相続税に

ついて触れられることは、ほとんどありません。 

なぜでしょうか。それは絶対額が税収の 5%以下とい

うことに起因しているのでしょうか。相続税収を見

てみると、2025年度は 3.6兆円台と過去最高を更新

する見通しとなっています。2015年に課税対象が広

がった上、近年は都市部の地価上昇、少子化による

兄弟姉妹の減少も税収を押し上げる要因となってい

ます。負担の裾野は徐々に広がっていて、相続税増

の時代が到来しつつあります。富裕層だけが支払う

税というイメージは過去のものになってきていま

す。財務省は 2025年度の相続税収（贈与税含む）を

3兆 6,930億円と過去最高を見込んでいて、基礎控除

が縮小される前の 2013年度と比べて 2.3倍に増えま

す。全国で 1年間に亡くなった人のうち相続税が生

じた人の割合を計算すると、データのある 2023年度

で 9.9%と 10人に 1人程度となります。必ずしも人が 
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「クリスマス忘年家族例会」  

担当：親睦活動委員会  
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「尼崎 6RC 合同例会」  

ホスト：尼崎中ロータリークラブ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亡くなったときに誰もが払う税金ではないものの、

13年度の 4.3%からみると倍増しています。日本総合

研究所の試算では、1年間に国内で相続される資産

は現在 46兆円程度になり、高齢化により死亡者数が

増加するため、この金額は 2030年に 48兆 8,000億

円、2040年に 51兆円に増える見込みです。相続財

産の評価は「時価」で評価すると相続税法で規定 

されていて、都市部を中心に地価は上昇し、株価も

堅調です。少子化が進む中で亡くなる人は増えてい

く一方、亡くなった人の財産を受け継ぐ子どもの 

数は減る。今後も相続税収は増加が見込まれ、1人

当たりの相続資産が増えることで税負担の裾野も 

広がっていきます。そんな中で、受け継がれる財産

の中身は変わってきています。バブル崩壊直後の

1993年は土地が 7割で金融資産は 2割に満たない 

状況で、その後は金融資産の増加し 2023年は現預金

と有価証券を合わせておよそ 11兆 9,000億円と全体

の 5割を超えました。経済全体でみると「相続税は

一部に偏った資産が世代を超えて格差が受け継がれ

るリスクを解消する大事なツールである」とする 

定義もありますが、個人的には一生懸命働いてゼロ

から資産を築いた人にも同様に課税するのはいかが

なものかと思います。ちなみに、アメリカでは州に

より違いはありますが、1,399万ドルの基礎控除が 

あり、2026年以降からは大幅に減額される予定でし

たが、新しい法律により 1,500万ドル(夫婦で 3,000

万ドルにインフレ調整されています。日本もあって

ないような基礎控除を改めないと、富裕層が更に 

諸外国へ流出していくのではないかと思いますが、

皆さんはいかがお考えでしょうか。 

 

 

 

                                                                                              

６.幹事報告 

  ○ 特 に な し 

 

７.委員会報告 

  ○ 特 に な し 

 

８．本日の欠席 

柄谷、玉垣、藤原、石塚、桑山、長村、中島、 

西良、武田、吉川、各会員 

 

９．本日の回覧 

  ○地区大会のご案内 

 

１０.SAA報告 
      ジョイフルＢＯＸ       

＊スミマセン！本日、早退させて頂きます 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥福本会員 

       本日の合計  1,000円 

 

１１.スピーチ 

   「今後のオープン例会の内容」 

                担当：水谷会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 


